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Ｊ
Ｓ
Ｔ

第
２
回
日
印
大
学
等
フ
ォ
ー
ラ
ム

科
学
技
術
振
興
機
構
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ

ラ
ム
推
進
本
部
は
９
月
30
日
、
京
都
市
内
の
ザ
・
プ

リ
ン
ス
京
都
宝
ヶ
池
で
「
第
２
回
日
印
大
学
等
フ
ォ

ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
た
。

戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
日
本
と
イ
ン
ド
の
科

学
技
術
・
学
術
に
お
け
る
協
力
関
係
の
促
進
、
と
り

わ
け
若
い
人
材
の
育
成
と
そ
の
循
環
は
両
国
の
発
展

に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な
課
題
だ
。
今
回
、
日
印
の

協
力
を
一
層
促
進
す
る
た
め
の
交
流
基
盤
の
形
成
を

目
的
と
し
て
、
「
日
印
間
の
頭
脳
循
環
の
促
進
」
を

テ
ー
マ
に
イ
ン
ド
側
ト
ッ
プ
大
学
か
ら
10
校
、
日
本

側
大
学
か
ら
20
校
、
そ
の
他
３
機
関
と
３
企
業
（
い

ず
れ
も
学
長
・
理
事
ク
ラ
ス
）
が
参
加
し
て
開
催
さ

れ
た
。

来
賓
に
シ
ビ
・
ジ
ョ
ー
ジ
駐
日
イ
ン
ド
大
使
、
鈴

木
浩
駐
イ
ン
ド
日
本
国
大
使
、
文
部
科
学
省
の
清
浦

隆
科
学
技
術
・
学
術
政
策
局
担
当
審
議
官
を
迎
え
た
。

ジ
ョ
ー
ジ
大
使
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
の
政
府
間
の
交

流
や
企
業
間
交
流
を
通
じ
て
、
今
後
は
大
学
間
の
交

流
が
強
化
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
旨
が
述
べ
ら
れ

た
。
鈴
木
大
使
か
ら
は
、
在
日
イ
ン
ド
留
学
生
の
増

加
の
た
め
に
、
日
印
の
大
学
そ
れ
ぞ
れ
が
様
々
な
対

策
を
講
じ
て
欲
し
い
と
希
望
す
る
旨
が
述
べ
ら
れ
た
。

ま
た
、
清
浦
審
議
官
は
「
日
印
両
国
の
発
展
と
関
係

の
深
化
に
は
両
国
を
行
き
来
す
る
環
境
、
特
に
科
学

技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
分
野
で
の
共
同
研
究
や
留
学

等
の
幅
広
い
交
流
の
一
層
の
充
実
が
求
め
ら
れ
、
今

回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
の
大
学
・
企
業
間
の
直
接
対
話

を
通
じ
て
具
体
的
成
果
が
結
実
す
る
こ
と
を
期
待
す

る
」
と
述
べ
た
。

主
催
者
で
あ
る
科
学
技
術
振
興
機
構
（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）

の
橋
本
和
仁
理
事
長
か
ら
は
、
今
年
３
月
の
日
印
首

脳
会
談
で
両
首
脳
が
言
及
し
た
留
学
生
増
加
へ
の
取

り
組
み
に
関
し
、
Ｊ
Ｓ
Ｔ
と
し
て
も
両
国
間
の
交
流

促
進
を
担
う
「
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

の
さ
ら
な
る
推
進
に
努
め
て
い
く
と
の
挨
拶
が
な
さ

れ
た
。

そ
の
後
、
日
印
の
大
学
・
機
関
・
企
業
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
の
日
印
間
の
頭
脳
循
環
の
取
り
組
み

や
、
今
後
の
展
望
等
に
つ
い
て
基
調
講
演
を
行
っ
た
。

基
調
講
演
の
後
に
は
、
２
つ
の
テ
ー
マ
「
イ
ン
ド
か

ら
の
留
学
生
・
研
究
者
拡
大
の
た
め
の
環
境
整
備
」
、

「
人
材
の
流
動
に
向
け
た
産
学
連
携
」
に
分
か
れ
て

座
談
会
が
行
わ
れ
、
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

第
二
部
は
、
日
印
大
学
間
の
個
別
会
合
が
設
定
さ

れ
、
具
体
的
な
連
携
や
交
流
の
さ
ら
な
る
実
現
に
向

け
て
話
し
合
い
が
行
わ
れ
た
。

同
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
特
徴
は
、
第
一
に
、
イ
ン
ド
に

進
出
あ
る
い
は
イ
ン
ド
か
ら
若
い
人
材
の
雇
用
に
意

欲
的
な
企
業
の
参
加
を
得
て
、
日
印
頭
脳
循
環
に
対

す
る
産
学
官
連
携
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
こ

と
、
第
二
に
、
日
印
の
個
々
の
大
学
間
の
具
体
的
な

方
法
を
促
進
す
る
た
め
40
組
以
上
の
個
別
会
合
を
行

っ
た
こ
と
に
あ
り
、
い
ず
れ
も
実
り
あ
る
交
流
が
実

施
さ
れ
た
。

２つのテーマに分かれて行われた座談会

出席者全員で記念撮影

科
学
技
術

振
興
機
構
『
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
』友
情
と
感
激

第
369
回

＝
特
別
連
載
＝
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さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
Ｊ
Ｓ
Ｔ
が

直
接
実
施
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
２
０
２
３
年

度
よ
り
新
た
に
「
イ
ン
ド
大
学
生
招
へ
い
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
を
開
始
し
た
。
今
回
、
イ
ン
ド
の
有
力
９
大
学

よ
り
計
49
名
が
来
日
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
た
。

こ
の
招
へ
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
イ
ン
ド
よ
り
９
名

の
学
長
・
副
学
長
、
日
本
の
大
学
関
係
機
関
よ
り
22

名
の
学
長
、
理
事
長
ら
が
参
加
し
た
第
１
回
日
印
大

学
等
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
今
年
１
月
開
催
）
で
採
択
さ
れ

た
宣
言
文
の
う
ち
「
日
本
と
の
研
究
・
人
材
交
流
に

興
味
の
あ
る
イ
ン
ド
の
大
学
生
に
対
し
、
『
さ
く
ら

サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
』
を
活
用
し
て
、
日
本
の

大
学
等
で
体
験
す
る
機
会
を
提
供
す
る
（
抜
粋
）
」

に
基
づ
き
実
施
さ
れ
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
期
間
中
、
招
へ
い
者
は
慶
応
義
塾
大

学
、東
京
大
学
、物
質
・
材
料
研
究
機
構（
Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｓ
）

を
訪
問
し
、
日
本
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
研
究
環
境
を

体
験
し
た
。
慶
応
義
塾
大
学
に
は
２
日
に
わ
た
り
訪

問
。
初
日
に
同
大
の
日
印
研
究
・
ラ
ボ
が
主
催
す
る

特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
同
大
や
同
ラ
ボ
の
紹
介
な
ど
が

実
施
さ
れ
、
２
日
目
に
は
理
工
学
部
の
研
究
室
訪
問

等
を
通
し
て
同
大
に
お
け
る
研
究
生
活
を
体
験
し
た
。

東
京
大
学
で
は
、
同
大
の
大
学
紹
介
や
留
学
方
法
、

イ
ン
ド
留
学
生
会
と
の
交
流
な
ど
が
行
わ
れ
た
後
、

招
へ
い
者
の
関
心
に
応
じ
て
６
つ
の
異
な
る
研
究
分

野
の
研
究
室
を
訪
問
し
、
実
際
の
研
究
室
に
お
け
る

研
究
を
体
験
し
た
。
Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｓ
で
は
、
機
構
に
つ
い

て
の
紹
介
や
同
機
構
の
留
学
生
に

よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
後
、

機
構
内
の
研
究
室
を
訪
問
し
た
。

ま
た
、
イ
ン
ド
の
学
生
ら
が
日

本
へ
の
留
学
、
共
同
研
究
、
就
職

に
係
る
関
心
を
高
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
９
月
27
日
の
午
後
に
は

「
イ
ン
ド
大
学
生
招
へ
い
大
学
・

企
業
説
明
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

日
本
各
地
の
ト
ッ
プ
大
学
12
校

（
北
海
道
大
、
東
北
大
、
筑
波
大
、

東
京
工
業
大
、
横
浜
国
立
大
、
長

岡
技
術
科
学
大
、
岐
阜
大
、
静
岡

大
、
名
古
屋
大
、
京
都
大
、
大
阪

大
、
広
島
大
）
、
１
企
業
（
富
士

通
㈱
）
、
２
機
関
（
日
本
学
生
支

援
機
構
、
国
際
協
力
機
構
）
が
参

加
し
、
招
へ
い
者
に
対
し
て
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
留
学

方
法
や
生
活
、
留
学
後
の
キ
ャ
リ

ア
プ
ラ
ン
な
ど
を
紹
介
す
る
と
と

も
に
、
ブ
ー
ス
出
展
で
個
別
の
相

談
対
応
を
行
っ
た
。

最
終
日
に
は
修
了
式
が
開
催
さ

れ
た
。
シ
ビ
・
ジ
ョ
ー
ジ
駐
日
イ

ン
ド
大
使
や
第
２
回
日
印
大
学
等

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
す
る
８
名
の

イ
ン
ド
の
有
力
大
学
長
等
が
参
加

し
、
日
本
と
イ
ン
ド
に
お
け
る
人

的
交
流
、
学
術
交
流
の
重
要
性
な

ど
が
確
認
さ
れ
た
ほ
か
、
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
成
功
が
祝
わ
れ
た
。

第
１
回
日
印
大
学
等
フ
ォ
ー
ラ
ム
受
け

Ｊ
Ｓ
Ｔ
、イ
ン
ド
大
学
生
招
へ
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
始

大学・企業説明会（北海道大学のブースで）

積極的に質問をする大学生ら（NIMSで）

研究室訪問（東京大学で）

プレゼンに熱心に耳を傾ける大学生ら（慶應義塾大学で）




